
 介護保険給付による場合

①　夜勤職員配置加算 ２４単位/日 ⑰　特定治療 医療行為算定額×自己負担率

②　個別ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実施加算 ２４０単位/日 ⑱　特定介護老人保健施設短期入所療養介護費

③　認知症専門棟加算 ７６単位/日 ３時間以上４時間未満 ６６４単位/日

④　認知症専門ケア加算Ⅰ ３単位/日 ４時間以上６時間未満 ９２７単位/日

⑤　認知症専門ケア加算Ⅱ ４単位/日 ６時間以上８時間未満 １２９６単位/日

⑥　認知症行動･心理症状緊急対応加算 ２００単位/日 ⑲　在宅復帰・在宅療養支援機能加算Ⅱ ５１単位/日

⑦　緊急短期入所受入対応加算 ９０単位/日 ⑳　サービス提供体制強化加算(Ⅰ) ２２単位/日

⑧　重度療養管理加算 １２０単位/日 ㉑　介護職員処遇改善加算(Ⅰ)

⑨　若年性認知症入所者受入加算 １２０単位/日 基本ｻｰﾋﾞｽ及び①～⑳の中で該当する加算の

⑩　送迎加算（片道） １８４単位/日 合計単位数の３.９％/月

⑪　療養食加算(１食) ８単位/回 ㉒　介護職員等特定処遇改善加算(Ⅰ)

⑫　総合医学管理加算（利用中１０日限度） ２７５単位/日 基本ｻｰﾋﾞｽ及び①～⑳の中で該当する加算の

⑬　口腔連携強化加算（1月に1回を限度） ５０単位/月 合計単位数の２.１％/月

⑭　緊急時治療管理 ５１８単位/日 ㉓　介護職員等ベースアップ等支援加算

⑮　生産性向上推進体制加算（Ⅰ） １００単位/日 基本ｻｰﾋﾞｽ及び①～⑳の中で該当する加算の

⑯　生産性向上推進体制加算（Ⅱ） １０単位/日 合計単位数の０.８％/月

 介護保険給付以外の利用料の場合(全額自己負担となります。)

① ② ③-1 ③-2

３００円/日 ６００円/日 １，０００円/日 １，３００円/日

多床室 ７００円/日 ０円/日 ３７０円/日 ３７０円/日 ３７０円/日

個　室 １,６７０円/日 ４９０円/日 ４９０円/日 １,３１０円/日 １,３１０円/日

おやつ代 ★１２３円/日

2人室 ★１,０８０円/日

1人室 ★１,６５１円/日

＊　食費と居住費（低所得者の利用料）欄の

①は世帯全員が市町村民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者又は生活保護受給者

　　預貯金等合計額が単身で1,000万円（夫婦で2,000万円）以下

＊　特別室料は居住費に上乗せされます。

＊　その他、日常生活に必要な物品は、入所者の方の全額負担となっております。

＊　医療費について、当施設の医師で対応できる医療、看護につきましては介護保険給付サービスに

　　含まれていますが、当施設の医師で対応できない処置や手術及び病状の著しい変化に対する

　　医療については、併設の附属病院等での往診や入通院により対応し、医療保険適用により別途自己負担があります。

＊  ★印については消費税が含まれています。
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指定短期入所療養介護の利用料と個人負担金（在宅強化型）

区分

要介護　４

要介護　５

要介護　１基
本
サ
ー

ビ
ス 1,102単位/日

979単位/日

群馬老人保健センター陽光苑
令和6年4月１日施行

要介護　２

　＊　基本サービスと各種加算分の１ヶ月の合計単位数に地域区分７級地（前橋市）の費用基準
１単位＝１０円１４銭で算出した額のうち各利用者の負担割合に応じた額が　個人負担金となります。

多床室

要介護　３

902単位/日

1,161単位/日

次の加算項目に該当した場合には、上記の単位数に加えて下記単位数が必要になります。

従来型個室

サービス種別 利用料
低所得者の利用料

食　　　費 １,９２０円/日 朝食、昼食、夕食の食材料費と調理代

教養娯楽費 １５０円/日 　図書、雑誌、折紙、模造紙、文房具、DAM（体操・カラオケ・映像）など
電気器具持込料 ★　２１円/日 　テレビ、ラジオ、電気毛布、アンカ等の使用者のみ

②は世帯全員が市町村民税世帯非課税で本人の合計所得金額、年金収入金額の合計金額が80万円以下

　　預貯金等合計額が単身で650万円(夫婦で1,650万円）以下

③-1は世帯全員が市町村民税世帯非課税で本人の合計所得金額、年金収入金額の合計金額が80万円より

　　多く120万円以下。預貯金等合計額が単身で550万円(夫婦で1,550万円）以下

③-2は世帯全員が市町村民税世帯非課税で本人の合計所得金額、年金収入金額の合計金額が120万円より

　　多い。預貯金等合計額が単身で500万円(夫婦で1,500万円）以下

（＊)1円未満は切捨て


